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シンポジウム11 

病院歯科シンポジウム：高齢者を支える病院歯科の普及について語り合お

う！
座長：大野 友久（浜松市リハビリテーション病院歯科 部長）
2022年6月12日(日) 14:10 〜 16:00  第1会場 (りゅーとぴあ　2F　コンサートホール)

企画：特任委員会（病院歯科） 

＊認定制度指定研修

【シンポジウム趣旨】 

高齢者に対応する病院歯科の普及について，ベテラン歯科医師と若手歯科医師でシンポジウムを行う。ベテラン

には，病院歯科という雇用を創出・拡充するために実践してきたこと，今後の展望・現在の問題点について提示

していただき，若手には現在の病院歯科活動の実際と，病院歯科で勤務するのに必要な知識・技術について，病

院歯科勤務希望の若手歯科医師の参考になるよう紹介いただく。これらの話を基に討論を実施し，現時点で病院

歯科の普及を妨げていることや，今後の課題を明確化し，日本老年歯科医学会としての病院歯科に関するス

テートメントを作成したいと考えている。 

 

【このシンポジウムに参加すると】 

●高齢者に対応する病院歯科について理解できる。 

●病院歯科における医科歯科連携・地域医療連携について理解できる。 

 

【大野 友久先生 略歴】 

1998年　東京医科歯科大学歯学部　卒業 

1998年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　入学 

2001年　聖隷三方原病院リハビリテーション科歯科 

2002年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　卒業 

2008年　聖隷三方原病院リハビリテーション科歯科　医長 

2013年　聖隷三方原病院歯科　部長 

2015年　国立長寿医療研究センター 

2017年　国立長寿医療研究センター　室長 

2019〜年　浜松市リハビリテーション病院歯科　部長 

 

日本老年歯科医学会　理事　指導医　専門医　認定医　摂食機能療法専門歯科医師 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会　代議員　認定士
 

 

市中病院で医師から求められる歯科医師になるために
○松村 香織 (公立八女総合病院　歯科口腔外科)

【略歴】 

2005年3月 九州大学歯学部　卒業 

2005年4月 九州大学病院第一口腔外科　研修医 

2011年3月 九州大学大学院歯学研究科修了　博士（歯学）取得 

2013年4月 九州大学病院救命救急センター　医員(出向) 

2016年4月 九州大学病院顎顔面口腔外科　助教 

2018年4月 公立八女総合病院歯科口腔外科　医長　現在に至る 

 

日本口腔外科学会専門医　日本有病者歯科医療学会専門医　日本臨床栄養代謝学会認定歯科医師 
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日本化学療法学会認定歯科医師　日本小児口腔外科学会指導医　日本顎関節学会暫定指導医 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士　日本抗加齢医学会専門医

 
【抄録】 

　病院歯科口腔外科においては歯科口腔外科疾患の治療，周術期口腔機能管理，地域歯科診療所の後方支援，有

病者歯科医療，摂食嚥下リハビリテーションなど多岐にわたる診療が展開されている．地域性や各施設の人材に

より多少診療内容は異なるが，近年の高齢化の進行とともに地域歯科診療所のみならず医科からも病院歯科への

期待や要望は高まっていると考えられる．周術期等口腔機能管理の保険収載以降，がん治療における口腔管理の

重要性や医科歯科連携の必要性が広く周知されたことで，院内に歯科口腔外科を設置する病院はわずかではある

が増加している． 

　公立八女総合病院は福岡県の南部にある人口約13万人の八女筑後医療圏に位置する急性期病院である．医療圏

の高齢化率は2020年の時点で35.6%とかなり高齢化が進んでいる地域であるが，当医療圏内には病院歯科口腔外

科がなく，院内の医師に加えて地域の歯科医師会からも二次歯科診療機関としての歯科口腔外科設置のニーズが

あったことから，2018年に歯科口腔外科が新設された．私は歯科口腔外科の立ち上げに携わる機会をいただ

き，現在は地域歯科診療支援病院として外来患者の口腔外科手術や院内他科と連携した周術期口腔機能管理など

に対応している． 

　病院歯科口腔外科の重要な役割として，地域の歯科診療所と連携して行う歯科二次診療，院内医科との医科歯

科連携がある．さらに，高齢者の増加とともに多くの基礎疾患に罹患し多数の薬剤を内服している有病高齢者に

対し安全な歯科医療を提供するという社会的なニーズは高まっていることから，当院では口腔外科専門医の常勤

に加え，複数の補綴治療専門医に非常勤で勤務してもらうことで口腔外科疾患の治療のみではなく歯科治療全般

に対応し，入院中に集中的に歯科治療介入を実施し退院までにできるだけ口腔内の状態を整えてから地域に

戻っていただくようにしている．院内医科との医科歯科連携においては，医科治療中の患者背景を理解した上で

歯科としての治療プランを提供している．特に，周術期口腔機能管理においては，医科疾患の治療の流れを把握

し、治療中に生じる口腔内有害事象に適切に対応する必要がある．また，栄養サポートチームや緩和ケアチーム

などのチーム医療においても歯科専門職が医学的な知識を持ってカンファレンスやラウンドに参加し，他のメ

ディカルスタッフと共通の言語で討議を行うことで，チーム医療介入患者に対して適切な時期に必要な歯科治療

や口腔ケアを提供できるようにしている． 

　本講演では，急性期病院歯科口腔外科の開設から数年間の発展過程，一般歯科診療所との地域連携および病院

内での医科歯科連携の実情をご紹介したい．また，市中病院の歯科で勤務するにあたって求められるスキルや知

識についても考察したい．


